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東京都男女平等参画審議会 

第１回男女平等参画部会 次第 

 

平成２３年７月２７日（水）午前１０時から１２時まで 

第一本庁舎３３階北側 特別会議室Ｎ３        

 

１ 開 会 

２ 部会長及び部会長代理の選任 

３ 中間のまとめ（事務局案）の概要説明 

４ 意見交換・検討 

５ その他 

  ・今後のスケジュールについて 

６ 閉 会 
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午前１０時０３分 開会 

○事務局（菊地） お待たせいたしました。本日は、お忙しい中、ご出席いただいてありが

とうございます。 

 時間となりましたので、これより東京都男女平等参画審議会第１回男女平等参画部会を開

会させていただきます。 

 私、本審議会の事務局を担当しております生活文化局男女平等参画担当部長の菊地です。

よろしくお願いいたします。 

 本日は第１回の部会でございますので、後ほど部会長の選出をお願いする予定でございま

すが、それまでの間、進行を務めさせていただきます。 

 議事に入ります前に、本日の出席状況についてご報告いたします。 

 本日は、全員が出席されております。 

 続きまして、審議会及び会議録の公開、非公開につきましてご確認をお願いいたします。 

 東京都男女平等参画審議会運営要綱第10により、「審議会の会議は公開で行うものとする。

ただし、審議会の決定により一部非公開の取り扱いとすることができる」旨の規定がござい

ます。 

 ご意見がなければ、本日の部会は公開で行わせていただきます。よろしゅうございますか。 

（「はい、結構です」の声あり） 

○事務局（菊地） 次に、議事録の取り扱いですが、議事録は全文氏名入りでホームページ

及び都庁第一本庁舎にございます都民情報ルームで公表したいと存じます。 

 議事録の作成方法ですが、事務局で議事録案を作成し、発言者の皆様にご確認をお願いい

たします。最終的な確認は、後ほど選出される部会長にご一任ということにさせていただき

たいと思います。 

 なお、個人情報に関する事項がある場合には、発言者及び部会長とご相談をさせていただ

きます。 

 恐れ入りますが、部会委員の皆様方のご紹介をさせていただきます。 

 木谷宏委員でございます。 

○木谷委員 木谷でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（菊地） 武石恵美子委員でございます。 

○武石委員 武石です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（菊地） 松田妙子委員でございます。 
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○松田委員 松田です。よろしくお願いします。 

○事務局（菊地） 三宅広人委員でございます。 

○三宅委員 三宅でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（菊地） 矢島洋子委員でございます。 

○矢島委員 矢島です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（菊地） 続きまして、東京都の職員を紹介させていただきます。 

 男女平等参画課長の吉村でございます。 

○事務局（吉村） 吉村でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（菊地） それでは、会議次第２の部会長及び部会長代理の選任についてお諮りし

たいと存じます。 

 部会長につきましては、運営要綱第７第２項に基づきまして、部会委員の皆様の互選によ

り選出することになっております。ご意見ございましたらお伺いしたいと存じます。いかが

でしょうか。 

 三宅委員、どうぞお願いいたします。 

○三宅委員 女性労働やワーク・ライフ・バランスの専門家でもあり、前回の審議会の委員

で、起草委員にもなっていらした武石委員が非常にふさわしいと思います。ぜひお願いした

いと思います。 

○事務局（菊地） ありがとうございました。 

 ただいま三宅委員から、武石委員を部会長にご推薦するというご発言がございましたが、

皆様いかがでしょうか。 

（「賛成です」の声あり） 

○事務局（菊地） ご異議がないようでございます。 

 それでは、皆様の賛同をいただきましたので、本部会の部会長を武石委員にお願いするこ

とと決定いたします。 

 では、どうぞ、あちらの部会長の席にお移りください。 

（武石委員、部会長席に移動） 

○事務局（菊地） それでは、ここで部会長にごあいさつをお願いいたします。また、運営

要綱第７第４項に基づきまして、部会長代理のご指名もお願いいたします。 

○武石部会長 武石でございます。改めましてよろしくお願いします。 

 前回もこの部会に参加していたということで司会進行等の役をやらせていただきます。ど
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うぞよろしくお願いいたします。 

 それで、部会長代理をご指名していいでしょうか。 

○事務局（菊地） はい。 

○武石部会長 では、三宅委員にお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。都のことをよくご存じだと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（三宅委員、部会長代理席へ移動） 

○事務局（菊地） ありがとうございました。 

 それでは、この後の進行は、武石部会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○武石部会長 それでは、審議のほうに入っていきたいと思います。 

 この部会は、運営要綱第７第１項及び第７第６項に基づいて、会長から男女平等参画のた

めの東京都行動計画の策定に向けた具体的な議論をする。それから、その結果について審議

会に報告するということで付託を受けてございます。委員の皆様には、ご審議へのご協力を

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、会議次第の３ということで、中間のまとめ概要説明でよろしいでしょうか。事

務局のほうからお願いいたします。 

○事務局（吉村） それではご説明させていただきます。 

 本日は、事前にお配りしました「中間のまとめ（事務局案）」のほかに、当日の配付で恐

縮でございますが、「中間のまとめ作成にあたっての考え方」ということで、委員の皆様の

ご議論に当たり、こういった一覧のものを用意したほうがよろしいかと思いまして、この資

料を用意させていただきました。 

 内容といたしましては、こちらの事前にお送りした資料からの抜粋でございますので、ご

らんいただければと思います。 

 こちらの資料でございますが、現在の行動計画の体系ごとに、それぞれの現状と課題、ま

た右側のほうに取り組みの方向性の案を抜き出して書かせていただいておりまして、現在の

体系ごとに１章、２章、３章の順に書いてあるのですが、審議会の総会の際に、審議会の議

論の視点ということでご説明をさせていただきました「特別な配慮を要する男女への支援」

ということについてですが、第１章と第２章両方にかかわるような内容になっておりますの

で、仮に第４章ということでこちらに抜き出したような形で記載をさせていただいておりま

す。ですので、こういった形がいいのか、あるいは第１章や第２章の中に織り込むような形
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がいいのか、また、「特別な配慮を要する男女への支援」ということで、あえて抜き出しを

しないでも、現在の計画にも、例えば、ひとり親家庭への支援や、高齢者への支援というこ

とについては、多少異なる視点かもしれませんが、掲載をしておりますので、あえて抜き出

さなくてもいいのではないかというご意見もあろうかと思いますので、後々そういったこと

も含めてご議論をいただければと思っております。 

 本日、これも事前にお配りできなくて申しわけなかったのですが、もう一つ資料で、第１

回総会での各委員の発言を、現在の計画の体系ごとに分類してまとめたものがございますの

で、もしよろしければ、こちらの資料については事前にお目通しをいただいているようでし

たら説明は省略させていただいて、こちらの各委員のご発言のまとめについて簡単にご説明

し、それを踏まえて皆様のご意見を伺うのが流れとしてはやりやすいかと思っておりますが、

いかがでしょうか。 

○武石部会長 そちらのご説明を簡単にしていただかなくても大丈夫でしょうか。よろしい

ですか。 

 では、大丈夫そうなので。 

○事務局（吉村） それでは、Ａ４の縦の「第１回東京都男女平等参画審議会総会での各委

員の発言」という資料をごらんください。 

 総会にご出席いただいた委員の方々にはご記憶にある発言もあろうかと思いますが、皆様

からいただいた意見を、部会でのご議論に当たりご参照いただくため、事務局で整理させて

いただきました。 

 まず、１ページ目の１．あらゆる分野への参画の促進、（１）働く場における男女平等参

画の促進、①均等な雇用機会の確保についてでございます。 

 まず、芳野委員からのご意見として、働く場の男女平等で一番注目しているのは、男女間

の賃金格差の課題とのことで、これは、男女別だった賃金表が１つの賃金表になっていたり、

個人情報との関係で個人のデータがとりにくいという実態もある。 

 女性がどういう職務、仕事についているかということを掘り下げて見ていかなければ、格

差是正の問題は解決できないというご意見をいただいております。 

 次の西本委員についても、男女間の賃金格差の解消が課題であるというご意見をいただい

ておりまして、現在、国のほうでは有期労働法制やパート労働法の改正に向けての審議をス

タートされているということですが、こうした法政策とともに、自治体である東京都として

は、事業主の意識改革を図っていくことが重要な課題であるというご意見をいただいており
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ます。 

 ２つ目の②多様な働き方を推進するための雇用環境整備でございますが、まず、荒木委員

から、多様な働き方は重要だが、障害者、高齢者、女性、その他少しハンディキャップを持

っている方にとっては、どういうジョブフィットネスをすれば多くの方が働けるようになる

かという視点が重要である。今後少子化になっていくので、労働力低下をいかに防いでいく

かということも、男女平等参画の要であろうというご意見でございます。 

 次の岡部委員については、厚労省の調査では、従業員の数が少ないほど、女性管理職割合

が高いという結果が出ているということでございまして、東京においては女性が大いに中小

企業の現場で活躍されているという実態があるのではないかというご意見をいただいており

ます。 

 同じく岡部委員でございますが、男性の育児休業取得率についても、従業員30人未満の企

業で3.3％ということで、全平均よりもむしろ高い率になっているということでございます。 

 次に、福原会長でございますが、「正規」「非正規」といった大ざっぱな扱いが所得格差

や待遇の格差につながっているのではなかということで、もう少しきめが細かくなるような

分類の仕方がないかということを考えていきたいということでございます。 

 次に、２ページ目の、③起業家・自営業者への支援でございますが、駒崎委員から、ソー

シャルインキュベーションオフィス・ＳＵＭＩＤＡを今年オープンいたしましたが、こちら

については、東京都の外郭団体が、駒崎委員からしますと、創業支援のノウハウがない団体

が創業支援を行っている。ここを改善し、創業支援を行っているＮＰＯに委託をして、現場

がわかり、創業がわかる人間に任せるという形で有効にやっていただきたいというご意見が

ございました。 

 ④女性のチャレンジ支援ですが、芳野委員から、Ｍ字型カーブの解消という問題について、

若干Ｍ字の底が上がっているという状況もございますが、まだまだ諸外国に比べ低いという

状況があるというご指摘をいただいております。 

 成澤委員からは、同じくＭ字型カーブにつきまして、多様な就労形態、日本のように子ど

も手当ではない別な形態の金銭的な経済的支援を組み合わせることで、Ｍ字の底上げをする

というような取り組みが必要ではないかというご意見をいただいております。 

 （２）社会・地域活動への参画の促進でございますが、荒木委員から、国では「2020年、

30％」という目標を掲げていますが、そういったインデックスの策定をするべきであるとい

うご意見をいただいております。 
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 大津委員からは、指導的立場の女性を増やすべきという意見をいただきました。 

 依田委員からは、商店街では、女性が活躍しているにもかかわらず、役員となると男性と

いうことで、なかなか女性の役員を入れてもらえないというご意見がございました。 

 （３）仕事と家庭・地域生活の調和がとれた生活の実現の①ワーク・ライフ・バランスの

実現でございますが、木谷委員から、男女平等参画を進めるには、ワーク・ライフ・バラン

スがベースになる。在宅勤務、再雇用制度、短時間正社員といったところが鍵になるという

ご意見をいただきました。 

 続いて、３ページでございますが、矢島委員から、ワーク・ライフ・バランスについては

働き方の見直しと、子育て支援や介護サービスといった社会的支援がかみあっているかの検

証が必要であるというご意見をいただきました。 

 同じく矢島委員から、女子学生や若い女性就業者にはライフプランニングの支援が必要で

ある。ワーク・ライフ・バランス等の企業での働き方が変わってきたり、法整備が進んでき

たという状況を女性自身がよく知って、制度をうまく活用し、これからの自分のキャリアを

主体的に選択していくことが必要であるというご意見をいただいております。 

 ②子育てに対する支援につきましては、駒崎委員から、都の病児保育施策は、施設型病児

保育を中心に進められてきたが、施策の有効性が疑わしい状況がある。例えば、病児保育バ

ウチャーといったような形で、金銭的な支援をするなど、補助のあり方を見直したらどうか

というご意見をいただいております。 

 ③介護・高齢者への支援については、和栗委員から、介護の問題はまだ企業の中では余り

見えていないが、働き盛りの男女とも、苦労しているというのを実態として聞いている。こ

ういったことにもスポットを当てて議論していただきたいというご意見をいただいておりま

す。 

 安谷委員からは、介護・高齢者に対する支援は、これから増えてくる。男性が女性を介護

する場合も増えているということで、こういったことについての取り組みをしていただきた

いというご意見をいただきました。 

 次が、２．人権が尊重される社会の形成の（１）男女平等参画を阻害する暴力への取組で

ございますが、配偶者暴力につきましては、もう一つの部会でご議論いただきますので、こ

ちらは省略させていただきます。 

 ４ページの中ほどの下のほう、②性暴力・ストーカー等の防止についてでございますが、

佐藤委員から、性犯罪被害者のワンストップ、これはワンストップセンターとかワンストッ
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プサービスという言い方をされますが、こういったものが必要である。性被害を受けた方は、

自分で申告できる方というのは１割かそれ以下ではないかということで、ワンストップサー

ビスをつくっていただきたいというご意見をいただきました。 

 中島委員からは、性暴力とＤＶは、日本では法体系が違うこともありまして、今は分けて

考えている場合が多いですが、切り離して考えるのは難しいということで、ワンストップセ

ンターについても、性暴力に限定するとか、ＤＶに限定するということではなく、総合的な

ワンストップセンターができればいいというご意見をいただいております。 

 次の５ページ目でございますが、同じく中島委員から、専門家を含め、専門ではない方た

ちのために、二次被害を防ぐための研修を行っていく必要があるということでございます。

また、3月11日の大震災の影響についても考える必要があるので、震災後に自死が増えている

というような現状もございますので、自死の未遂の方たちへのトラウマのケアも重要である

というご意見をいただきました。 

 次が、髙橋史朗委員でございますが、学校での人権教育、若年層向け啓発事業の推進が言

われていますが、虐待の連鎖や世代間連鎖を断ち切るためにも、デートＤＶ対策が重要であ

るとのご意見をいただきました。 

 （２）生涯を通じた男女の健康支援でございますが、成澤委員からは、子宮頸がんワクチ

ンについて、打つ時期としては、初めての性交より前に打つのが効果的だということですが、

なかなか学校教育の現場では教えることが難しいということで、そういったことをどうやっ

て子供たちに伝えていくのか研究をお願いしたいというご意見をいただきました。 

 次の野上純子委員ですが、自殺対策や自殺になる前のうつについては、委員のご見識では、

認知行動療法が効果的ということでございますが、病院で、その療法をやっているところが

少なかったり、保険適用がされていなかったりということがございますので、そういう課題

についてもご意見をいただいております。 

 ３．男女平等参画を推進する社会づくりでございますが、（１）教育・学習の充実につい

て、荒木委員から、若いうちからのキャリア教育が必須であるということで、キャリア教育

により、せっかく働いても途中で職場から離脱してしまうということの意味をちゃんと理解

してもらって、離脱しないインセンティブを与えるべきであるというご意見をいただきまし

た。 

 次に、髙橋史朗委員からは、父親がなかなか家庭で存在感を発揮してこなかったというこ

とを反省する必要がある。国の第３次基本計画でも、「男性、子供にとっての男女共同参
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画」ということが言われておりますが、特に子供のころからの男女共同参画の理解が必要で

あるという意見をいただいております。 

 同じく髙橋委員から、子育てに携わるだけでは親としての役割や人間としての成長、発達

をしていくことは困難である。親支援プログラムや伝統的な子育て成果を踏まえた、ちょっ

とミスプリで申しわけありません。親支援プログラムの充実をお願いしたいというご意見を

いただきました。 

 同じく髙橋委員から、父親の一日保育士・幼稚園教諭体験を推進してほしいというご意見

をいただきました。 

 次に、「特別な配慮を要する男女への支援」でございますが、木谷委員から、正社員とし

て働くことが日本ではものすごく高いハードルになっているということでございまして、企

業に対して正社員比率を高めていくような働きかけや、オフィスワークだけではなく、例え

ば農林水産業といった第一次産業への若年層の方の誘導であるとか、そういったことも検討

するべきであるというご意見をいただきました。 

 また、若年層の雇用の問題は大変難しく、若い方たちが働きたい就職先と、中小企業側と

にミスマッチがある。そういったことについても、若い方たちに情報提供を行っていくべき

であるというご意見をいただきました。 

 その次が、髙橋重郷委員からのご意見でございますが、日本の出生率は、若干回復基調に

ありますが、人口回復の２にはほど遠い。将来的には、高齢者が、人口の40～50％という極

めていびつな人口の年齢構造を持つおそれがあるということでございます。 

 それを乗り越えるには、１つには家族政策を通じて、例えば、これは総会で使った資料で、

「特別な配慮を必要とする男女への支援」ということがございましたので、それを通じて支

援を行ったらどうかというご意見でございます。 

 駒崎委員からのご意見につきましては、ひとり親家庭への支援につきまして、お金を借り

るのが大変である、特に公的なところに相談に行ってもなかなか要件が厳しくて借りられな

いということがございまして、例えば、無利子でＮＰＯに貸して、ＮＰＯが超低利子で長期

で貸し出すというようなマイクロファイナンスの取り組みを検討してはどうかというご意見

をいただいております。 

 安谷委員からは、母子家庭と父子家庭の問題に対して、母子家庭については、今までもい

ろいろな支援が行われてきているところですが、父子家庭については、最近注目されてきた

といいますか、支援がまだ遅れている面がございまして、しかし、そういったところで実は
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問題が起きているので、対応を検討していただきたいというご意見をいただいております。 

 駒崎委員からは、元気な高齢者がソーシャルビジネスのようなものに取り組んで、地域の

課題を解決することに参画することを、そういったことを答申の中に入れていただきたいと

いうご意見をいただきました。 

 和栗委員からは、社会問題としての高齢化ということで、例えば、政府では65歳や70歳ま

で働けるようにするというような動きが出てきておりますが、企業の側からすると、制度が

そういう形になっていないので大変苦慮しているというご意見をいただいております。 

 これらに分類できないことで、その他ということでまとめさせていただいておりますが、

まず古賀委員からは、仕事と家庭、あるいは仕事と生活ということを対立的に考えることが

正しいのか、家庭にいることは仕事ではないのかという問題提起をいただいております。 

 今までであれば、例えば、ある程度家庭や地域が担っていた分を社会が担うということに

なると、例えば子育て、育児の社会化ということが言われますが、際限なく施策の展開が拡

大していくので、そういった点も考慮すべきではないかというご意見をいただいております。 

 成澤委員からは、これは3.11を踏まえてのご意見だったと記憶しておりますが、地域のき

ずなや家族のきずなの大切さということが、もう一度焦点が当てられるようになっている。

個の自立と家族の大切さといったことは、決して対立概念ではなくて両立すると考えるので、

家族の視点を入れていただきたいというご意見をいただきました。 

 矢島委員からは、阪神・淡路や中越での震災の経験をもとに、国においても防災における

女性の視点の考え方などをアピールしていらっしゃいますが、今回の震災についても、各自

治体がとっている対策等について東京都が把握をして、東京都の防災の視点にも反映させて

ほしいというご意見をいただきました。 

 西本委員からは、同じく震災の関係でございますが、非常事態になった場合には、例えば、

復興の関係の会議には女性は参画させてもらえない、あるいは炊事を担当するのは女性の役

割と決めつけられているというような実態が見られるということもございますので、なかな

か男女共同参画の理念なり考え方が根づいていないのではないかという認識を持って考えて

いくことが重要であるというご意見をいただいております。 

 野上純子委員からは、同じく3.11の関係で、大震災以降結婚される方が増えたということ

があるが、本当に結婚して幸せに子供を産んで育てて、そういったモデルづくりを進めたい

というご意見をいただいております。 

 その下にございますのは、福原会長から、部会の皆様がご検討いただくに当たって、この
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意見を伝えてほしいということで事務局が承ったものでございまして、先ほどの福原会長の

意見とも重なるのですが、まず１つ目が、現状では労働者が「正規」と「非正規」と二分さ

れていまして、例えば非正規は、フリンジ・ベネフィットが一切使えないという状況があっ

たりということがございますが、その中間的な働き方があっていいのではないかというご意

見と、それも踏まえまして、「正規」「非正規」に代わる呼び方を考えてみてはどうかとい

うご意見がありました。 

 ３つ目は、ＤＶの関連になるのかもしれませんが、配偶者や恋人の間の暴力だけではなく、

例えば息子が母親に暴力を振るったりという、配偶者間の暴力ではない暴力もあるというこ

とを考慮してほしいというご意見でございます。 

 最後が、性暴力のワンストップサービスについては、１カ所ですべて解決しなくても、そ

こに行けば、次はどうすればいいかという情報が得られるような場所が必要というご意見を

いただいております。 

 あとは、西本委員から、これは審議会への補充意見ということで、後日皆様にもお伝えし

ようと予定している意見でございます。簡単にご説明させていただきますと、西本委員は労

働分野にも大変お詳しくていらっしゃいますので、「以下、労働分野における男女格差の問

題とポジティブ・アクションに関する問題に絞って述べる」ということでございます。ただ

し、委員も書いていらっしゃいますように、大半は国としての取り組み、そして立法等法政

策の問題ということでございますが、都として、これらの問題点を踏まえた上での積極的な

取り組みをしてほしいということでご意見をいただきました。 

 第１の雇用における男女格差解消に向けた取組について、いろいろと法制度の改善すべき

点等々について意見を書いていただいております。４ページ目に「必要な施策」ということ

で、まず、国に対してのご意見を書いていただいているのですが、男女の雇用における格差

を解消するためには、パート労働法等々法政策が前提ということで、厚労省においても、最

近その見直しに向けた取り組みが開始されているということを書いていただいております。 

 それとともに、男女が平等の立場で家族的責任を分担できるための労働時間の短縮や長時

間労働の抑制、男性の育児休暇の取得促進策などが事業者に求められる。さらに、事業主の

意識を変革し、女性の能力、労働力を積極的に活用し、その前提として正当な評価・処遇を

行うことを推進していく必要があるという意見をいただいております。それを踏まえて、都

としては、従前のワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取り組みにおいて、より積極的

に事業主に働きかける必要があるということでございます。例えば、パート労働者の賃金改
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善に向けた取り組み、パート労働者の正社員への転換の推進など、事業主に対して積極的に

働きかけること、事業所内の保育施設への補助の拡大や、男性の労働時間の短縮や育休の取

得を積極的に推進し、実績が上がっている企業や、またパート社員の正社員化を推進してい

る企業などの表彰、公表などによる啓発活動、また認証保育所の推進と支援などを拡大する

ことが望ましいというご意見をいただいております。また、施策ごとに具体的な目標を設定

し、それを定期的にフォロー・分析していくことが必要であるというご意見でございます。 

 第２、ポジティブ・アクションへの具体的取組ということで、前段では、民間企業の課長

担当職以上に占める女性の割合は現状では6.5％だそうですが、国の計画でこれを2015年に

10％程度に上げるという目標を掲げているわけですが、これが不十分な目標設定であるとい

うご指摘をされております。 

 その下、厚労省で2011年に取り組もうとされている施策の問題点について挙げていらっし

ゃいまして、実効性のあるポジティブ・アクションに本格的に取り組むのであれば、男女格

差や女性の管理職に占める地位などについての情報の公開を企業に義務づけるような措置を

とるべきではないかというご意見でございます。以上は、国の施策に対する問題点の指摘で

すが、都としては、上記の政府による施策の問題点を踏まえた上で、国より具体的な目標を

掲げてポジティブ・アクションに積極的に取り組んでほしいというご意見をいただいており

ます。 

 長くなりましたが以上でございます。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 今のご説明に関してご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。よろしいですか。 

 この部会でやることについて確認したいと思うんですけれども、この案を送っていただい

ていますね。ここにある行動計画の改定に当たっての基本的な考え方を最終的につくる部会

だと思うんですけれども、このうち、ここの部会でやるのは、現状の課題と基本的な方向の

ところをまとめればいいんですよね。 

○事務局（吉村） そうです。今回の事務局案ですと、例えば、２ページ目から５ページ目

のところには、計画全体の基本的な考え方も書いてございますが、前回の答申をベースにし

てつくっておりますので、ぜひこちらについてもご意見を賜ればと思っております。 

○武石部会長 わかりました。そうすると、いろいろな部署が書いてあるこの表は後からつ

くっていただくということで。 

○事務局（吉村） そうです。それは答申を踏まえて、私どものほうで各局と調整をして改
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定する行動計画に掲載させていただきます。 

○武石部会長 それと、答申に掲載するデータもこの部会で精査するのですね。 

○事務局（吉村） そうです。 

○武石部会長 はい。答申の中には…… 

○事務局（吉村） 今、こちらの事務局案にデータで幾つか載っておりますが、別のものの

ほうが適切に現状の課題を表現できるということがございましたら、ご指摘いただけるとあ

りがたいと思います。 

○武石部会長 では、基本的にこの案のレベルものを議論すればいいということですね。 

○事務局（吉村） はい。 

○武石部会長 それと、先ほど第４章でしたっけ、４章の特別な配慮を必要とする男女への

支援というのは、要は、再掲みたいな形になっているわけですか。 

○事務局（吉村） そうです。今、例えば、ひとり親への支援については、計画では子育て

支援の分類に入っておりまして、また高齢者については、ワーク・ライフ・バランスの分類

の「介護・高齢者への支援」というところに入っておりますので、それを抜き出してまとめ

るというか、新しい区分として設けるか、あるいは今のままでもいいんじゃないかというお

考えもあろうかと思います。 

○武石部会長 今のままというのが１、２…… 

○事務局（吉村） 今の分類のままですね。 

○武石部会長 そうですよね。 

○事務局（吉村） 若年層については余りというかほとんど入っておりませんので、この中

の、例えば雇用の分野に入れたらいいんじゃないかとか、そういうことも考えられるかと思

います。 

○武石部会長 それで、この部会は３回でしたっけ。 

○事務局（吉村） 第２回の審議会の総会を９月に予定していまして、それまでに３回です

ね。 

○武石部会長 それまでに３回。ということは、その後もあるんですか。 

○事務局（吉村） この事務局案についてご意見をいただいて精査していったものを９月の

第２回総会でお諮りして、それを踏まえて直したものをパブコメにかけます。パブコメの後

にもう一度部会を開きまして、最終の答申の案を作成していただいて、また総会にかけると

いう流れです。 



－14－ 

○武石部会長 そうすると、当面９月の総会に向けた案を３回でつくればいいということで

すね。 

○事務局（吉村） そうですね、中間のまとめとして。 

○武石部会長 何か今後の進め方についてご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 

○矢島委員 もう一つの部会でDVのほうを議論するということだったんですけれども、この

中間のまとめの中でいうと、２の（１）のところがその対象ということですか。 

○事務局（吉村） そうです。２の（１）の①に今はＤＶの関係が入っていまして、それ以

外の部分がこちらの部会でご審議いただく内容になります。 

○武石部会長 わかりました。 

 そうしたら、きょうは１回目なので、どこからやっていきましょう。４章をどうするかと

いうのは後の話でいいと思うので、とりあえず今のご意見、感想なりを。 

 これ区切っていったほうがいいですか、第１部、第２部と。 

○矢島委員 何か全体の話も、全体の構成の話…… 

○武石部会長 全体の構成の話からやりますか。 

○矢島委員 もあるかなというか。 

○武石部会長 では、矢島さん、どうぞ何かご意見があれば。 

○矢島委員 すみません。最初の働く場のところで言うと、女性のチャレンジ支援の中身は、

再チャレンジに限定されているんですけれども、チャレンジは普通、横・上・再チャレンジ

ですよね。それはどこへ行っちゃうのかなというので、実質は上へのチャレンジは、１の

（１）の①に目標としては入ってくると思うし、横は今すごく難しい問題だと思うのですが、

②に少しかかってくると思うんです。本当に今、女性の横へのチャレンジの課題が何なのか

というのが見えにくくなっているので、それはできれば東京都で過去の調査とかで少し示す

必要があるかなと思うんですね。 

 それと正社員とパートタイムの問題なんかも、男女の視点から見たときに何が問題なのか

ということが書かれていないんですけれども、やはりよく言われるのは、女性が多い職種に

パートタイムが多いという問題があるという意味で、横へのチャレンジと重なってくるとこ

ろがあるので、そういうことを指摘し、きちんと整理して書いて、この女性のチャレンジ支

援で上と横と再チャレンジというのを示したほうがいいと思いますし、再チャレンジに重点

を置くのであれば、再チャレンジ支援という項目を立てたほうがいいのかなという気がしま

した。 
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 あと続けて言ってしまうと、介護のところ、介護への支援のところですが、ここは、左側

の現状課題のところは、介護のための離転職のことを言っているのですけれども、施策のほ

うはニーズに応じた介護サービスの充実ということが出ていて、ただ、この介護サービスの

充実が、男女の離転職の問題からいうと、どういうニーズに応じて不足しているのかという

ことはほとんど議論されていないんです。国でも余り議論されていなくて、私も総会で意見

を言ったのですが、両立のために必要な介護サービスという視点から、今何が不足している

のか、介護保険制度で利用できるサービスが不足していると言われていますが、特に両立す

るためにどう足りないのかということは、介護保険関係の調査とかは都でも行っていると思

うので、そちらの中から引っ張ってくるなりして指摘して、それに見合ったサービスの充実

という書き方にしていただいたほうがいいかなという気がします。 

 それと、ざっと言ってしまうと、第３章の男女平等参画を推進する社会づくりの中なのか

どうか、やはり防災のところをどこに立てていただくのかというのが…… 

○事務局（吉村） 今、記述としては非常に少ないですが、この計画ですが、17ページの… 

○矢島委員 地域活動に入っている。 

○事務局（吉村） そうです。本当に少しの記述なんですが、「国の計画では」ということ

で引用されているぐらいなんです。 

○矢島委員 それでは、新たに柱として立てていただいて、こちらも地域活動の中でもう少

し出していただくのか、防災という柱を立てていただくのか、やはりもう少し出していただ

いたほうがいいのかなという気はします。 

 あと、最後の第４章のところは、先ほどから議論になっていますけれども、今（１）～

（３）まであるのは、ほとんど男女の視点が入っていない表現になっているんですよね。や

はりそれぞれにおいて、それぞれ社会的には問題なので、そのまま施策もあるんですけれど

も、でも、男女の視点からは何が問題なのかということで見直して、ひとり親家庭だと、や

はり父子世帯と母子世帯では問題が違うということで、特に父子世帯の子供のケアや家事の

部分で困難が生じているということに対する施策、取り組みの方向性みたいなのは今余り出

ていないので、そういうことは総会でも結構ご意見があったので出したほうがいいのでは。 

 あと母子のほうも、他の先進国と比べると、日本の場合はたしか、働いている人の割合は

高いのだけれども、収入が低いという問題があって、働いているんだけれども、よい職が得

られないということに対してどう働きかけていくのかみたいな方向性がやはり出てこないと

まずいのかなと思います。 
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 あと高齢者についても、やはり男性が単身になった途端に、要介護でなくても、家事がで

きないために要支援状態になってしまうという問題とか、それがやはり男女別に見たときの

問題であったりするので、そういう問題とか、女性高齢者の場合は、やはり社会保障とか年

金とか若いときからの就業環境で経済的な問題があって、経済的に低所得の女性の割合が高

くて、しかも、ひとり暮らしが長期間に及んでいるので、経済的な自立をどうするかという

ことで、年金問題とかになってしまうと国の問題になってしまうのですが、例えば、比較的

初老期の就業をどうサポートするかとか、そういった自立支援みたいな視点というのも出て

くると、男女の視点になるのかなと思います。 

 最後に、若年者の支援のところに、ぜひ私、出しましたけれども、男女のライフプランニ

ング支援、若年層へのライフプランニング支援というのが文科省の事業でもありますし、松

田委員もモデル事業で参画していただいていますけれども、かなりいろいろなプログラムが

モデル的に開発されているので、こういった取り組みをこの若年層の視点の中で、やはり男

女の立場からならではの取り組みとして入れていただけたらいいかなと思います。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 では、一通り皆さんからご意見をお伺いしたほうがいいと思いますので、木谷委員、いか

がでしょうか。 

○木谷委員 部会ですので、きちんと整理をしていませんが、ブレストの様に、いろいろな

ことを初回は述べてもいいのかなと思います。 

 当たり前の話ですが、今回のこの行動計画の位置づけについて申し上げます。行動計画が

非常に重要なことはわかりますし、私自身も企業の中でさまざまな経営計画や、中期経営計

画を作成してきましたが、せっかくこういうものをつくるのであれば、やはりインパクトを

出したい。東京は世界の中でも有数の、もしくは第一の都市なわけですし、一方で、日本と

いう国は、なかなかアイデンティティが難しいですが、今回の震災もあって、世界の中で

我々が一体どんな位置づけにあるのかということがなかなか客観的にわかりにくいところが

あります。でも、やはり日本のナンバーワン都市である東京から発信していく。今回は第４

期目ということになるので、気負うつもりはありませんが、さらっといいものができればい

いよねというような無難なスタンスではなく、比較的尖ったと言ってはおかしいのですが、

前回の審議会総会での皆様方の、本当にいろいろな思いがあふれかえるような熱いご議論を

踏まえて、今回の案をまとめるに当たっては、大人の美しいまとめよりも、気合や気持ちが

あふれるような、そんな案がつくれるといいなということが私の立ち位置です。 
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 それで、中身を拝見していったんですけれども、まず、第１部の基本的な考え方というと

ころです。 

 ここのところは上手にまとめていただいていますが、前回の総会でも私からも申し上げま

したし、ほかの各委員も必ずそのことを踏まえたご発言をなさっていますが、やはり3.11以

降は我々が見る風景はすべて変わってしまいました。そういった意味では、失われた20年の

最後のとどめの一撃というふうに私は考えています。非常に辛い切ない話ではありますが、

3.11を踏まえた形で日本は、いわゆる帝国主義戦争には負け、経済戦争には勝ち、そして第

三の新たなステージを迎えました。これから一体何が始まっていくんだろうかという、日本

において、新たな時代や社会を模索していく。私も大学において、これからの企業の新たな

あり方であるだとか、もしくは経済学の枠組みも、経営学の枠組みも、従来とは大きく異な

っていかなければいけないということを一番注力して学生には教えています。そういった意

味では、今回の基本的な考え方の中に、きっと社会環境の変化に入るとは思いますし、ここ

に大きくスポットライトを当てるというようなやり方も、そこは皆さんでご議論いただけれ

ばと思いますが、要は、これからは男女関係なく職場や地域や家庭を支えていくことが本当

に必要になってくるのだという点をやはり第１部でしっかりとうたうことがまず一つ大事か

なという気がしています。 

 特に全体的にはいい感じですが、第２部の第１章からずっと拝見をしていきましたが、取

り組みの方向性のところですよね。ここには具体的な施策も一部あるのですが、施策提案や

提言にどれだけ踏み込むのかという点が私ももう一つわからずというところです。 

 この原案を拝見していても、具体的なことをおっしゃっているパートもあれば、ふわっと

した方向性のみのパートもあります。余りミクロな記述はふさわしくないかなとは思います

が、具体的なアクションや施策がしっかりと見えるような、ある程度具体的な取り組みの方

向性を打ち出したほうが、より迫力のあるものになるような気がいたします。 

 今度は細かいところに入りますが、第１章の１の（１）働く場における男女平等参画の促

進という、９ページのところですが、ここで取り組みの方向性が非常に明快です。１つは、

職務や個人の能力に基づく雇用管理。これは、公正な評価と処遇をきちんとやりましょう、

個のマネジメント、あるいは正しい成果主義をきちんと運用しましょうという重要なメッセ

ージです。それから２点目がポジティブ・アクションの重要性です。 

 それから、先ほど矢島委員からもご指摘がありましたが、女性のさまざまな形での育成や

能力開発支援をこのあたりに入れてもいいのかなという気がしました。 
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 それから、②多様な働き方についても、12ページになりますが、希望する働き方について

です。希望する働き方が主体的に選べることが必要であり、それから、福原会長からもあり

ました「正規」「非正規」という言葉を何とかならぬのかというところにも関連します。こ

れを英語に直せば「ノーマル」「アブノーマル」と言っているに等しいわけですから、極め

て乱暴な分類の仕方ですが、でも、それが実態ということですよね。 

 要は、景気のいいときは、非正規という働き方は極めて贅沢な選択肢でハッピーな働き方

である。だんながちゃんと稼いでいるから、103万円を超えちゃいけないから、長時間は拘束

されないから、だからパートで十分だということでした。これが景気が悪くなると、正社員

になりたくてもなれないという悲惨な働き方になってしまう。我々の打ち出し方なのですが、

希望する働き方を主体的に選択するということになると、何となくかつての経済状況のよか

った頃を引っ張った記述になるかなという気がします。つまり、「正規」「非正規」という

枠組みを取り払っていって、理想としては、希望する人は正規で働ける社会を目指さなくて

はなりません。そのかわり正社員の賃金が多少は下がるというようなことがあってもよろし

いかと思います。要は、全員が正規雇用を希望すれば正社員として働けるような、そんなこ

とを我々の理想の姿として置いた形での取り組みの方向性が必要かなという気がいたします。 

 具体的な12ページの取り組みの方向性ということでは、企業における正社員比率を向上さ

せるというような話ですかね。三菱化学のワークシェアリングの話は有名ですが、いかにし

て正社員比率を向上させるかといった話が出てくるかなと思います。 

 あとは、③起業家・自営業者への支援というところで14ページになりますが、ここもすご

く良いと思いますし、総会でも駒崎委員のほうから非常に生々しいお話がありました。 

 私もいわゆる大企業と言われていたところに勤めた経験がありますが、社会はやはり大企

業中心発想なわけですよね。どうしてもメディアの報道から財界も含めて、すべて大企業中

心になっています。ここでまさに起業や自営業が、地域に密着した企業として非常に重要で

あるということをここで際立たせると非常によろしいんではないかなと思います。 

 あとは、全体のしつらえの話になって恐縮ですが、後ほどご議論なさるということですが、

第４章をどうするかということについて、結論から言うと、どっちでもいいかなという気が

します。すみません、そう言ったら元も子もありませんが。 

 ただ、我々として特に訴えたいことをきちんと記すということであれば、やはり別出しに

すべきと思います。して特別な配慮が必要なひとり親、高齢者、若年層については、重複に

なったり再掲になる部分はあるかもしれませんが、行動計画を特徴づけるためには、第４章
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をスペシャルトピックという形で独立させてもよいかなという気がいたします。 

 以上です。長くなって失礼しました。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 では松田委員、いかがですか。 

○松田委員 ありがとうございます。子育てのことを主に地域でやっています。すごく勉強

しないと、できるだけ頑張ります。 

 すごい実感とかはいろいろあるんですけれども、東京都の役割というのが結構すごくある

と思っていて、区市町村の枠でできないというか、枠を超えてやれることにすごく特出しを

してもらいたいというのが一つ、どの区でもこういうことはすごくやるんです。世田谷もや

っているんですけれども、でも、都だからここなんだというのを少し見えやすくしてもらう

と、ちょっとわかりやすいかな。やはりほかの企業のこととかは、本当に多分区市町村では

全然手に負えないところなので、そこはぜひ大きくやっていただけるといいなということと、

さっき矢島さんもおっしゃってくださったのですが、特に女性の働き方みたいなところは、

もう既に不満だとか獲得したいとか、そういう強い思いも結構なくなってきていて、こんな

ものだろうみたいな感じなんですね。例えば、特に子育てしている人たちなんかは特に。多

分昔の人たちと、北京の女性会議でみんなで手をつないだのよとかいう、私、三重県にその

ころいて、三重県の県の女性センターとかで熱く語られたんですけれども、ちょっと違うと

いうか、すごくここがうたい上げても、ついてこないというか、実際のところ。パブコメの

反応とかもそんな感じだと思うんです。一部の人はすごく関心を持ってやるかもしれないん

ですけれども、当の当事者が結構疲れているというか、こんなものみたいなので、そういう

ことについて何でもきていないというのもずっとそうなんですけれども、気づきの場がどこ

にあるんだろうなというのがすごくもどかしくて思っているので、こういうことをどうやっ

て広げるかというのもこの中にもっと入れていくことなのかなというのがあります。子育て

のことでさえもわからなくなっているというか、欲しいと言えなくなっているので、具体的

なサービスは欲しいとは言いますけれども、こういう社会であってほしいみたいなことにつ

いて、余りにも求めていないというか、そういうのがあると思います。 

 絆とかつながりということについては少し関心があって、一人で自分のことだけやってい

ちゃだめだというのはあると思うので、そこがもうちょっと具体的になったらいいなという

ことと、あと実際、やはりこれって具体的な取り組みとかをするところはここの部署じゃな

いじゃないですか、実施するのはほかの人みたいな。横串でやっていくものの難しさという
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のがあると思うんですけれども、その調整役というか中間支援的な計画みたいなものになっ

ちゃうのかなと思うので、どれぐらい一緒にやってくれるんですかみたいな、何かそういう

ことってこういうところには見えてこないんですけれども、各部署はどのぐらい覚悟してい

るのかとか、そういうものが調査の中にあれば、そういうのが見える協力度というか、うま

く言えないんですけれども、結局いつもこういうのって、でも、それって年金のほうですよ

ねとか、医療のことですよねとか、子育ての部署ですよねと振り分けないとできないんです

けれども、そこが顔が見えなくて、計画だけできちゃったみたいな感じがあると思うので、

このプロセスの中でどうやってそれがついてきてくれるんだろうというか、一緒にそうだ、

そうだ、僕たちがやるんだみたいに、一緒にやれる人たちがふえるのかなということがすご

くあるんです。それがもう少し、具体的なことにはできないかもしれないけれども、方向性

だけでも共有できたらなというふうに思います。 

 通常は地域にいるので、やはりその部分についてこれから少し話ができたらなとは思って

いるんですけれども、実際、私も子育てしながら介護が始まっちゃって、この間、先月看取

ったばかりなんですけれども、もう子育て期に介護がかぶってきているということで、仕事

と子育ての両立じゃなくなっているというか、介護と子育てと仕事が来ちゃって、働き方を

一番に調整するみたいな、基本的にはやめるみたいなところだと思うので、私は本当にＮＰ

Ｏでやっていてよかったなと思ったのは、全部できたので、みんながうまくやってくれて、

例えば、まだ介護に行く前の通院とか手術とかで遠方に行っている人たちもすごく多いんで

すね。やはり遠くで、東京はそういう人が多いと思うのですが、介護する人が遠くにいると

いう状況で、４時間かけて行って、立ち会いしてサインして戻ってくるみたいな人とか、保

育園の中にはいるんですよね。やはりそういう人たちのバックアップとかは新しい課題だし、

さっき女性のほうが痴呆とか介護になって、男性がやめざるを得なくなってくるというとこ

ろで、言い方として、本番はこれから来るというか、もう来ちゃっているとは思うんですが、

男性が結構いい位置にいる男性が介護でやめなければならなくなったり、休まなきゃいけな

くなったときに、じゃ、かわりに支えるのは子育て層よみたいな、そういううまい言い分が

できて、もうちょっと働き方をバックアップできないものかな。みんないなくなっちゃうけ

ど、大丈夫、この会社みたいなこととかも多分起こってくるので、私たちのとき手伝ってく

れなかったよねと言われるよと私は思っていて、子育て手伝ってくれないのに、何で介護手

伝わなきゃいけないのみたいな。なので、そこが世代間の課題が別々ですみたいにならず、

同じ共通でうまくやれる方法を探るみたいな東京ならではの課題もあるかなと思うので、そ
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のとおりだなと思いながら、このデータで今のナウな課題みたいなものがもう少し見えてく

るといいなと思っておりました。 

 何よりやはり、さっき矢島さんがおっしゃってくださったんですが、ぬるま湯になっちゃ

っていて、どこのタイミングでこういうことが起こっているんだよということを知らせてい

くかというのがすごく難しくて、学生の皆さんに私たちもやったんですけれども、もう次の

世代にいっている、結婚して働いていて子供がいない人とか、結婚して仕事をやめた人とか、

子育てしながら働いている人とか、いろいろな人たちを学生に会わせるみたいなプロジェク

トをやったのですが、すごく食いつきが悪いというか、ぴんときていないと、やはりその当

事者にならないぴんとこないというのもあり、でも、リアルな話を聞けば、へえというふう

にもなるし、語る側が目覚めるという、おもしろかったというのがあって、自分たちのやっ

てきたことを整理するという意味で、しようがなく今やっていると思っていた人たちが、自

分の立ち位置を確認して、次の人たちに伝えていこうみたいな変化がすごくあったので、そ

ういうのはモデル的にやれたら都ではおもしろいかもしれない。学生がたくさん来ている東

京都ではおもしろいかもなという、生活を見せるというか、18で全部親元から離れて東京に

来ている人が多いので、東京の若年層の課題となったら、ちょっと地方と違うかなと感じて

います。 

 以上です。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 三宅委員、いかがでしょうか。 

○三宅部会長代理 私も男女の関係で余り考えていることはなかったんですが、今回の資料

を見ていて２点、これは原因が何だというのが余り書いていないことで、出生率が東京都が

ふえた、1.0だったのが1.1になった。その原因は何だということは、分析はされたんでしょ

うか。 

○事務局（吉村） 全国でも少し上がっているんですよね。 

○三宅部会長代理 全国、これは東京都の場合は自然増加と社会増加の問題があるので、そ

こを分析しないとだめだと思うんですが、私の想像では、多分、子育て世代がマンションが

安くなったので都心に住むようになった。特に江東とか足立とか、あのあたりに安いマンシ

ョンがいっぱいできている。便利だし、特に私、不動産屋にこの前７年間勤めていたので、

それで見ると、明らかに子育て世代がワーク・ライフ・バランスの視点から、そういう保育

施設のあるところをねらって入ってきているんですよ、間違いなく。そういうところが先に
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売れるんですね。そこを分析しないと、あそこの意味が、1.0が1.12てものすごくすごい数

字ですよ、0.12ふえるというのは。そこの意味がわからないというのが一つあります。 

 つまり、これはミクロの問題なのか、マクロの問題なのかちょっとできないので、ミクロ

だったら放っておけばいいと思うんですが、マクロであれば、ある程度もうちょっと分析す

る必要があるなという気があって、それが直接行動計画にどういう形にいくかどうかわかり

ませんけれども、言ってみれば、待機児童の問題になるわけですから、待機児童の少ないと

ころをねらって子育て世代が動いているのは間違いないですね、それは。そういうマンショ

ンがよく売れるというのがあります。だけど、それはミクロなのかもしれないので、余り声

を大きくして言えないかなというのが一つ。 

 それからもう一つ、先ほどおっしゃった非正規の問題でよくわからないのは、パートタイ

ムと派遣労働の問題が一緒に語られているので、普通のエンドユーザーに対する仕事をやっ

ているパートタイム、例えばレジですね、そういうパートタイムの話と、それから派遣労働

で完全に企業の中で一生懸命働いている、単にお茶くみ程度の話じゃなくて、もうちょっと

しっかり働いている人の話がよく見えない。 

 私なんかもそういう決裁やなんかが回ってきて、毎年、派遣の人を契約してやっているわ

けですけれども、３年経つと、もうこれ以上はできないからと人を入れかえるわけですね。

せっかくなれてきて、もともとスキルのある方を派遣労働で入れていますから、また一から

説明する。３年ごとに、３年ごとにやっている。毎年更新で。それは行く先が大体大きな派

遣会社ですね、そういう派遣会社の本社にテナントとして床を貸していましたけれども、そ

れはデラックスなものですよ、何でこんなにもうかるのかと思うぐらい。というのは、つま

り派遣労働者を雇っている側と、それから派遣労働者としてもらっているお金の差が、さや

が相当抜かれているんですよね。だから、この話はどうなっているんだという気は個人的に

します。これは多分労基法の問題でもない、単なる商慣習なのかもしれないんですけど。こ

れは相当にあるというふうに直感的にします。幾らもらっているのと聞きませんからね、で

も、幾ら出しているかはわかる。 

 それから、すごいオフィスはよく見ています。ですから、そこのところを状況を判断する

と、ちょっとこれはさや抜かれ過ぎじゃないかな。この問題とは関係ないかもしれません、

感想として聞いていただきたいんですが。 

 それともう一つは、今、普通の会社でも中途採用をものすごくやっていますよね。だけど、

男性の派遣労働と女性の派遣労働の人に話を聞くと、男性は中途採用に手を挙げます。だけ
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ど、女性は手を挙げない、今の状態がいいと大体言う。これは数少ない、これは本当にミク

ロの世界なので。だから、そこにどんな違いがあるのかがよく私はわからない。だけど、中

途採用で採用の募集があるんですけれども、受かるとは限らないんですね、経験があったか

ら受かるとは限らないので、そこは辛いところなんですが、どこの企業でも今キャリア採用

というのは随分やっていると思うんです。それは余り中小、大手、大企業にかかわらないで

やっているという点があると思うので。問題は、女性の場合は派遣労働のほうが安定してい

るというか、３年間でやめても、どこかへ行ってちゃんとまた働いているという、今度ここ

で働きますとか、そういう方が多いので、これは格差なのか、考え方の違いなのかが私はよ

くわからないので、皆さんにお聞きしたいなと思います。 

 ですから、いわゆる男女の問題なのか、スキルの問題なのか、考え方の問題なのかが、特

に派遣労働の場合にはスキルが結構影響しますよね。男性の場合はスキルを持っているのが

非常に多いですよ、それは単にパソコンができるとかそんなんじゃなくて、資格を持ってい

ますよね。例えば一級建築士を持っているとか、パソコンの相当上のほうをやっているとか、

ＳＥになれるぐらいの実力があるとか、そういうのが多い。女性の場合は普通の、僕よりち

ょっとパソコンが上手なぐらいで、そんな人が多いので、スキルの問題というのがどうなっ

ているのかがよくわからない。 

 だから、格差、格差というのは感じるんですよ、もちろん同一労働、同一賃金でも格差が

あるというのは実態としてあるんだと思うのですが、今の状況は、前提として非常に厳しい

雇用情勢の中で皆さんそれなりに、先ほどおっしゃったけれども、ある程度にぎって持って

くるような感じがしているんです。これがどういうふうに行動計画に影響していくか、つく

っていくか、つくり込んでいくか、なかなか大変だなという感じが僕は直感的に思っていま

して、どこの構造的な問題になるって、構造的な問題といったら、明らかに雇用が足りない

ことだというしか言いようがないので、それが非常に気になるところです。 

 だから、先ほど矢島委員もおっしゃったように、この男女の計画も、すべての事象をとら

えていて、そこの中で男女の視点をどうやって持っていくかというのが一番悩ましい、男女

の切り口で見せなきゃいけないというのが一番難しいので、社会事象を全部ぐちっていても

しようがないのというのは一言であります。ですから、やはりシャープな切り口をどこで見

せるかというのを分析力なんじゃないかな、まずはと思って２つの事例を申し上げたのです

が、個別の構造的なお話はそれぞれの専門家に聞きたいと思います。 

 先ほど松田委員がおっしゃった都庁の中の仕事の話でいけば、確かにそれぞれみんな各部
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署で役割分担していますから、こういうジョブ構造的な話をまとめて横串に挿すのはなかな

か大変だと思うのですが、結構問題意識はそれぞれにみんな持っていまして、つまりそれぞ

れの部署できちんと議論したほうが、男女で切り口を見せるよりは、彼らとしてはやりいい。

それをどういうふうにそれぞれのところで男女の切り口も加えながらやっていけるかという

ことも悩んでいるとは思うんですよね。特に雇用の問題でいけば、今はもう男女かかわりな

くあるし、それから企業の問題でいけば、東京都は中小企業はものすごく多いですから、そ

こをどうやって扱っていくかというのをやっているので、こういう視点で言えば、理解力は

あると思うんですよ。実効力の問題はまた別ですけれども、理解力はあると私は感じていま

す。 

 もう一つは、昔、東京都というのは東京市の行政も一緒にやっていたんですね。それがみ

んな区のほうに分権で、市の行政はみんな移しちゃったので、そういう意味では、雇用と経

済は比較的県行政ですからちゃんと担っていますけれども、福祉行政は相当区市町村に移っ

ていますから、その現場感覚が落ちているのは感じますよね。それは区市町村のほうが達者

だと思います。昔は民生局という立場で全部福祉をやっていましたけれども、今はみんな移

っていますから。むしろ子育てとか、それから介護の問題が比較的、市町村行政ですから東

京都で旗振るだけになるんですね。これは分権の流れの中でやむを得ないことかなと思いま

す。 

 私からは以上です。 

○武石部会長 ありがとうございます。一通りご意見をいただいてありがとうございました。 

 大きくは今の構成で、たしか矢島委員のほうから、もうちょっとここを膨らましたらとい

うようなご意見がありましたが、大きくはこの構成でそれほど問題ない、これをベースにや

っていけば、議論していけばいいのかなというのが１点です。それから、多分基本的な考え

方のところだと思うんですが、１つは、皆さんおっしゃっている東京都の特徴というか、都

の立ち位置というのをもう少しきちんと議論しておいたほうがいいのかなと。やはり日本を

リードしていくという、モデルになっていく、しかも、出生率が一番低いということで、都

だからこれが問題なんだみたいなところがきちんと出せるといいのではないかなということ

が１点です。あとやはりこの計画が出るのは24年からですよね。 

○事務局（吉村） はい。 

○武石部会長 皆さん震災のことをおっしゃっていましたが、すごくやはりいろいろな意識

とかが変わっていくときに、余りゆったりしたというか、のんびりしたことを言っている場
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合じゃないのかなという気がしています。多分基本的考え方も、基本はやはりそれぞれが生

きたい人生を生きるみたいなところが基本だと思うのですが、これからの社会、日本の社会

をどうやってつくっていくのかといった、一人一人の責任とか企業の責任とか、そういう少

し一人一人に対する厳しさ、さっき松田さんが、みんなのんびりというか、余り考えなくな

っているというのがあるんですけれども、そういうのを考えようよという時期としてはすご

く重要な時期に出ていくのかなという気がしたので、もうちょっとインパクトがあったほう

がいいのかなというのが全体的な感想です。 

 それで、私の意見を一つ二つ申し上げると、多分この取り組みの方向性は、今すごく抽象

的なレベルのものなので、ここをもうちょっと皆さんの意見で膨らます余地があるんですよ

ね。 

 例えば、数値目標というのが総会でも何人かおっしゃっていますが、そういうことをここ

に書き込むことはものによるという感じなんでしょうか。 

○事務局（吉村） そうですね。 

○武石部会長 それとも、もうそういうものは、余りにも具体的なものは載せないという感

じなんでしょうか。 

○事務局（吉村） 載せないということではありません。 

○武石部会長 では、ものによる。わかりました。もうちょっと抽象的なレベルでとどまっ

てしまうものもあると思うんですが、かなり政策的に進んでいるものに関しては、そこを後

押しするような具体的な目標値などもあったほうがいいのかなというのが全体に対する私の

感想と、それから多様な働き方、「正規」「非正規」の問題が出ているんですが、多様な働

き方のところに書いてあるのは、結局、非正規の問題なんですよね。非正規のところの問題

なんですが、今、私も厚生労働省の委員会で入っているテーマが、正社員の働き方をもう少

し柔軟にしていくべきじゃないかという議論もあって、今までは正社員は聖域で、その周り

の非正社員は何とか処遇をよくしようという、その非正社員のほうへの取り組みというのが

あったんですが、そもそも正社員が多様じゃないというところに対する問題提起を含める必

要がある。だから私は②は非正規の問題ではなくて、ワーク・ライフ・バランスとも重なっ

てはくるんですが、正規の問題というのもここで取り上げたらどうかなということを感じま

した。 

 もう一つなんですが、子育てのところは、やはりかなり大きな問題だと思うので、ここを

どこまで書き込めるかというのはあるんですが、子育てはすごく重要な、皆さん都民の方も
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関心を持っているところだと思うので、ぜひここは何らか踏み込んで書けるといいなという

のが私の感想です。 

 あと介護に関しては、すごく今大きな子育て以上に多分これから24年からの計画ですと、

５年間ですよね、計画期間は。 

○事務局（吉村） はい。 

○武石部会長 かなり介護の問題が大きくなってくると思うので、先取りした議論が必要か

なということを感じています。 

 ２章は私もよくわからないので、全体としてそんな感想を持っていますので、一通り意見

を聞いたということになります。 

 それで、これからは、いろいろ勝手なことを言ったのを事務局のほうで踏まえて…… 

○事務局（吉村） 意見を踏まえて修文したものを次回見ていただきます。 

○武石部会長 直していただくという。そうすると、具体的に意見を言っていったほうがい

いんですよね。余り抽象的なレベルで議論していると、もしわからないところとかがあれば

随時聞いてください。 

○事務局（吉村） はい、わかりました。 

○武石部会長 今一通り聞きましたが、何かまた追加でご意見……矢島さん。 

○矢島委員 １つだけ。武石委員からも出たのですけれども、１の（２）の②の多様な働き

方を推進するための雇用環境整備という表現は、国とかだとワーク・ライフ・バランスの枠

組みの中に入っていると思うんですよね。これだけ聞いちゃうと、正社員の多様な働き方も

含めた、どちらかというとワーク・ライフ・バランスの話なのかなと思うと、ここでは非正

社員の話で、ワーク・ライフ・バランスのほうには、実は雇用環境の話が書いていなくて、

今は取り組みの方向性なので、ふわっと理解がある社会転換を図るとか、取り組みを促進と

だけ書いてあるんですけれども、さっき三宅委員からも出たように、東京都さんの取り組み

としては結構雇用関係の施策が多くて、それで、ワーク・ライフ・バランスに関して言うと、

企業への働きかけとかも施策としてたくさん持っているので、雇用環境整備ということでは

ワーク・ライフ・バランスの中で結構施策がのってくると思うんですけれども、そのときに

こことかなり重複感が出てしまうし、多様な働き方を推進するための雇用環境の整備という

言い方は、どちらかというと、そちらにふさわしい言い方だと思うんです。その表現を整理

していただいて、非正社員の問題と、あと武石委員が言ったように、非正社員と正社員の多

様性ということでまとめるのもひとつあるかと思うんですが、ワーク・ライフ・バランスの
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中での雇用環境整備の問題というのをきちんとこの中に書き込めるようにしていただけると

いいかなというふうに思います。 

 あともう一点だけ、さっき松田委員から出て、やはり今皆さん諦めムードというか、こん

なものかなという中でやっているので、この計画でも、最初にどうしても現状とか課題とい

うことを書くんですけれども、やはり取り組みの進捗ということで、ここ５年、10年、前回、

前々回の計画の中で取り組みが進んできて変わってきたよという前向きな進捗というのも表

現したほうがいいと思うんです。例えば、事例的にでもＮＰＯの活用、さっき言っていたよ

うな、すごく新しい動きというのも出てきて、今までだったらそんな支援なんて想像も多分

一般の人はしていないような支援が一部の地域で行われていて、そういうのを私とかが見る

と、こんなことできるんだとびっくりするというか、そうすると、そういうものを社会に期

待していいんだなと思えると思うんです。私が言っているライフプランニング支援というの

もそういうアプローチで、「法律とか支援制度とかってこんなに変わってきて、こういうの

ができてきていますよ」ということを知らせることで期待値を上げるということがものすご

く重要だと考えて推進しているんです。だから、この計画の中でも、課題だけじゃなくて、

今こんなことができていますよ、支援していますよというようなことを最初に入れてもらっ

て、少し期待値を上げてもらうようなことも必要かなというふうに思いました。 

○武石部会長 今のは現状課題のところのそれぞれの項目のところですね。具体的に例えば

どういうのを入れるといいと思いますか。 

○矢島委員 やっぱりワーク・ライフ・バランスの中の雇用環境の整備とかは、やはり変わ

ってきているので。その中で、法律を並べただけだとイメージしにくいので、どこかの企業

の事例とかをその中にちょっと紹介するとか、こういうふうに両立できている人がいるとい

うのを事例的に紹介するとか、あと結構社会・地域活動で、私はやはり都内のＮＰＯ活動は

すごく全国的に言っても進んだ取り組みがたくさんあるので、そういう中でこんな地域活動

があるとか、それは子育てのほうでも表現もできると思うんですけれども、待機児童の問題

で確かに暗いんですけれども、一方で地域の中で子育てを支え合う仕組みというのがこうい

うふうにできていますよというようなことを入れていってもらえたらなというふうに思いま

す。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 あと追加的に全体に対するご意見ある方いらっしゃいますか。よろしいでしょうか。 

 そうすると、この働く場における男女平等参画の②と④のあたり、あと介護のところも少
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し章というのか、見出しのネーミングと中身をもうちょっとというようなご意見があったと

思いますが、あとは具体的に細かいご意見だったと思いますので、とりあえずこれを前提に

きょうは議論をしていきたいと思います。 

 そうしたら、第１部から具体的に文章を見て……第１部は後にしたほうがいいんですかね。

もうちょっと個別の話のほうがいいかな。第２部からのほうがやりやすいかもしれないです

ね。 

○事務局（吉村） そうですね。 

○武石部会長 すみません、第２部の第１章の７ページ、８ページのあたりから一個一個何

かより具体的なご意見があればということで。きょうはどこまで行けばいいのか。 

○事務局（吉村） ざっと全体についてご意見をいただけますと、次回までに直していきま

すので。 

○武石部会長 そうですね。では、（１）とか（２）のところで具体的に何か細かいところ

も含めてご意見があれば言っていただければと思いますが、では７ページから16ページまで

の（１）働く場における男女平等参画の促進のところで。先ほどいただいた意見はもうお伝

えしてありますので、さらにプラスであれば。あとはデータはこういうのが必要なんじゃな

いかとか、取り組み内容にこんなことも入れてほしいとか、現状認識こういうこともあるん

じゃないのということなど、どうぞご自由に、いかがでしょうか。 

○三宅部会長代理 質問なんですけれども、この取り組みの方向性というのは、今はここま

でしか書いていないけれども、前回の答申だと基本的方向と、都に求める取り組みの方向と、

それから都民、事業者に求める方向と３点セットになっていましたよね。前回って、前の審

議会のときには。今回は、これはこれで終わりなのか、それとも都に求める方向と都民、事

業者に求める方向というのは追加されるのでしょうか。 

○事務局（吉村） 今は全体について書いておりますけれども、次回のときには東京都と都

民・事業者という形で書くようにいたします。 

○三宅部会長代理 振り分けて具体的に書くんですね。 

○事務局（吉村） 今書いてあるものをベースにしながらというふうにいたします。 

○松田委員 だれが何をするかも書くんですね。 

○事務局（吉村） はい。 

○三宅部会長代理 わかりました。 

○木谷委員 今の部分ですが、都と都民と事業主という今までのフレーム、それからワー
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ク・ライフ・バランス憲章で言えば国と企業と、個人という枠組みに少し違和感があります。

私の問題意識としては、その三者じゃ済まなくなっているなという感覚があります。例えば、

先ほど出たＮＰＯやＮＧＯのような形で間に立って支援をする。それから、我々のような教

育機関である大学や、中学校や高校においてもなすべきことはいろいろあると思います。ま

とめの作業をなさるときに、もしも現状の三者体制だけでは限界があるなという気づきがあ

れば、ぜひ付記なりしていただけると、新たな目が広がるかなという気がいたします。 

○事務局（吉村） 国のワーク・ライフ・バランス憲章の場合は、政労使というような枠組

みで書いているかと思いますが、東京都の場合は、都民・事業者といっても、この「事業

者」というのは、いわゆる企業さんだけではなくて、具体的に言うと、「男女平等参画のた

めの東京都行動計画」の114ページに、「東京都男女平等参画を進める会」というのが書いて

ございまして、こちらの団体に進めていただく取り組みについて、この計画に記載するとい

うような考え方なんです。もちろんそれ以外の、ここに入っていない方についても、広く普

及していくということではあるんですが、基本的にはここの団体が進めていく取り組みを中

心に書いてございますので、例えば、ＮＰＯ法人や、学校団体も入っていて、そのあたりの

企業以外の団体の取り組みについても、この答申なり計画なりで扱っていくというような考

え方になっております。 

○木谷委員 それがより明快に見えるような形にしていただければ、さらにすばらしいと思

います。 

○武石部会長 それでは16ページまでのところ、取り組みの方向性にこんなことも書いてほ

しいとか、こういう視点が抜けているんじゃないかとか。 

 木谷委員。 

○木谷委員 これは単なる補足ですが、11ページの２つ目の○のところで「短時間正社員制

度などの多様な就業形態の普及を進めるなど」とあります。多様な働き方の説明として、私

なりの整理ですが、時間の多様性、それから勤務場所の多様性、雇用形態の多様性、主にこ

の３つのことが多様な働き方あるいは柔軟な働き方を表していると思います。その辺をどこ

かで触れていただければ、時間の多様性ということは、例えば、短時間正社員なんだなとか、

場所の柔軟性といったら在宅勤務なんだなとか、そんなイメージを持っていただけるかなと

思いました。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 では、いかがでしょうか。 
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○木谷委員 すみません、もう一点。 

○武石部会長 どうぞ、ご自由に。 

○木谷委員 16ページの取り組みの方向性でも出ている再雇用制度です。これは私自身も有

効な仕組みだと思っていますし、もっと広がるといいなと思います。これは厳密に言うと、

正社員としての再雇用制度と考えてよろしいでしょうか。要は、例えば定年退職をした方の

場合、再雇用制度と言いながら、嘱託や契約社員という形で処遇も大きく下げてしまうとい

う形では従来と何も変わりません。一たん退職しても正社員として再雇用する制度を指すの

であれば、正社員再雇用制度という文言のほうがよろしいかもしれません。 

○矢島委員 気がつかなかったのですが、１章、あらゆる分野への参画の促進なんですけれ

ども、実質は働く場しか書いていないということ。あらゆる分野だけれども……（１）が働

く場で、（２）が社会、地域、（３）が…… 

○事務局（吉村） （３）が家庭を含めてということでしょうか。 

○矢島委員 国だとやはり政治行政とか教育とかというのがあらゆる分野でほかに並ぶんで

すよね。雇用と政治行政と教育が結構大きい柱だったと思うんですけれども。 

○事務局（吉村） 今、議会など政治の関係については（２）社会・地域活動への参画促進

の中に、例えば議員の比率が入っておりまして、教育については、第３章に男女平等参画に

関する教育の推進ということで、第３章（１）に書いてあります。 

○矢島委員 これはそうすると、教育とはちょっと違うんですか。 

○事務局（吉村） 子供への教育もそうですし、例えば教員に関することも（１）にまとめ

て入っております。 

○松田委員 私もそこは言おうと思っていたんですけれども、教育って次世代に向けてとか

かわっている人たちが困るんですけれども、どっちかというと社会教育的なというか、参画

そのものを学ぶみたいなだけじゃなくて、実際に参画するというか、教育の場にとか、そう

いう意味ですよね。それが（２）に何となくまとめて出ちゃっているということですか。 

○矢島委員 そうですね、あらゆる分野への参画というのは、とりあえずそこでいろいろな

分野での、端的に言ってしまうと女性割合ですよね。特にあらゆる分野で「2020年、30％」

が大きな目標ですけれども、女性の全体の割合と、それから管理職とかの割合などの目標値

もできているわけですよね、政治家に占める割合とか、公務員に占める割合とか雇用に占め

る割合とか、そういうのが目標値で対応するというのが、まずあらゆる分野で一通りざっと

出てきて、ワーク・ライフ・バランスとかの取組は、そこからはもうちょっと具体的な話と
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して１段別の話に切り出されているので、だから、今のだとほとんど雇用に見えちゃうんで

すよね。ただ、行政とか政治の問題とかは多分余り都だと扱わないのかもしれないんですけ

れども。 

○事務局（吉村） 例えば、35ページの教育のところに、教員に占める女性の割合や、教職

の管理的地位に占める女性の割合の話が入っているんですが、こういったものはむしろ、

「あらゆる分野への参画の促進」のほうに整理をしたほうがすっきりするということでしょ

うか。 

○矢島委員 やはり教育は特別な意味があって、教育で働いている人たちというのは、自分

たちだけの問題じゃなくて、やはり教育者として男女共同参画、自分たちもそうあるという

ことで重要なので、できれば教育というのをこの中で立ててもらえるといいかなと思います

けど。 

○武石部会長 １．の（３）みたいな感じになるんですかね。 

○矢島委員 そうですね。 

○武石部会長 行政はどうなる。要は、都の課長比率をもっと、女性比率を上げろとか、そ

んな…… 

○矢島委員 国の政治行政の部分も、中身はそんなにボリュームはないのですよ。しかし、

国際的にもそういう仕切りになっていますし、立ててもらったほうがすっきりはすると思う

んですけどね。一応都庁でもありますよね、都庁内の目標というのが。 

○事務局（吉村） 例えば、17ページの（２）社会・地域活動への参画促進の記述を強調す

るような形でもよろしいですか。ここに、例えば政治ですとか教育ですとか、先ほどの防災

の話などを少し膨らませて。別立てにするほどのボリュームはなさそうなので、この中で記

述を充実していくという感じで試みさせていただいてもよろしいでしょうか。 

○武石部会長 社会・地域活動というのは、ちょっと漠としているのかな。 

○事務局（吉村） この項目の内容としては、３行目にあるように、「政治や行政、企業活

動、地域活動などすべての分野において女性の参画を拡大する」というようなことを書く部

分ではあるんですね。 

○矢島委員 せめて（２）の中で①、②、③ぐらいで政治・行政と地域と教育ぐらいのレベ

ルでは書いたほうが。というのは、政治とＮＰＯ活動がまざって書かれるというのは大分違

和感があるんじゃないかなと思います。 

○武石部会長 政治行政は１つでいいんですね。 
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○矢島委員 政治行政と教育と地域・社会活動。 

○松田委員 これって別に働いている人とそうじゃない人みたいにされちゃうと困っちゃう

というか、働きながらＮＰＯをやっている人だっているし、青少年教育にかかわっている人

もいるので、そこを働けない人たちの集まりみたいにならないようにしてもらいたいんです

けど。皆さん結構熱心にやっているので。 

○事務局（吉村） 誤解がないようにするということですね。 

○松田委員 確かに、シニアの人たちはそういう傾向はあると思うんですけれども、職場じ

ゃない部分みたいな感じにはならないようにしてもらえるとうれしい。 

○矢島委員 だから、まとめることの危険性があるし、あらゆる分野に参画するということ

を分けることで、国では一応表現していると思うんですよ。政治行政というのは、政策立案

に直接関与するという意味で重要ですよといって立てているし、教育というのは自分たちも

次世代を教育していく上で男女の視点をちゃんと持って、自分たち自身も男女共同参画で女

性がちゃんとそこにかかわってやるということが重要ですよで立っているし、地域活動とい

うのも、地域活動というのは逆に今まで割と女性中心で担ってきた分野だけれども、そうで

はなくて、働きながらいろいろな人がちゃんとかかわれるようにしましょうという意味で重

要だしみたいな、きちんと位置づけが表現されていると思うんですよね。だから、それが余

りごちゃごちゃにされちゃうと、今、松田さんおっしゃったように、何なんだということに

なってしまうので、大きくくくるとしても、その中で一応分けて書かないと、そういうこと

が伝わらないかなという気がします。 

○武石部会長 でも、社会・地域活動はワーク・ライフ・バランスの視点から、こういうの

にも参加できるように企業も応援する必要があるし、というのを両方で書いてもいいと思う

ので。 

○矢島委員 ちょっとそこのくくり方はどうであれここに入れて、本当にワーク・ライフ・

バランスがここに入っているのが違和感があります。 

○事務局（吉村） 別の章にするようなイメージでしょうか。 

○矢島委員 そうですね、内容的にも子育てとか介護の支援も入ってきちゃっているので、

別に立ててもいいような気がします。 

○武石部会長 第１章とは別に。 

○矢島委員 ええ、それだけでも。 

○武石部会長 国の計画も…… 
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○矢島委員 あらゆる分野では入っていない。 

○武石部会長 そうですよね。だから、第１章があらゆる分野へのというのであれば、確か

に別なんでしょうね。 

 では、それはまた中身を検討いただき、それで女性のチャレンジ支援は、先ほど矢島委員

がおっしゃったように、もうちょっと再チャレンジだけではなくてというのは可能でしょう

か。 

○事務局（吉村） タイトルを変えるか、横へのチャレンジの部分をもう少しきちんと書い

ていくかという話ですよね。 

○武石部会長 チャレンジ支援のタイトルはいいですよね。チャレンジ支援なのに、中身が

再チャレンジだけになっているほうがむしろ。 

○事務局（吉村） 国では、「チャレンジ支援」という言葉が余り使われなくなってしまい

ましたので、このまま使いつづけるか非常に迷っているところでして、例えば「再就職支

援」などにしたほうがわかりやすいのかという感じもしています。 

○矢島委員 あらゆる分野への参画というのが、イコール「チャレンジ」なんですよね。だ

から、ここは再就職支援にして、それでほかのところに上、横のことをちゃんと入っている

というのがわかるようにしたほうがいいかもしれない。 

○武石部会長 あとは、（１）はいかがでしょうか。 

 それでは、時間もないので、また戻っていただいてもいいんですけれども、（２）は地

域・社会のところですが、先ほどの２つの分野も入れ、①、②、③にするということ以外に

（２）、17、18ページ、ご意見ありますか。 

○矢島委員 防災をどうするかなんですけど。防災はさっき言った地域活動の中でのくくり

なので、一応…… 

○事務局（吉村） その中で記述を充実させるような形にしましょうか。 

○矢島委員 はい。 

○武石部会長 松田委員はこの辺はいいですか、ＮＰＯとか、とりあえず。 

○松田委員 言いたいことがいっぱいになっちゃってうまく言えないんですけど。データの

出し方を気をつけたほうがいいと思います。どんなデータがあるのかわからないんですが。 

○武石部会長 例えば。 

○松田委員 どういうふうに見せたらいいのかな、この２つが本当にいいんだろうか、よく

わからないデータだななんて思って見ていたんですけど。 
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○武石部会長 むしろＮＰＯに参加している人の状況とか、そういうデータもあるといいで

すよね。 

○松田委員 そうですね。あと世代によって多分、男女比率とかも変わってくると思うんで

す。若い人たちはすごくあれですけど…… 

○武石部会長 高齢者とか。 

○松田委員 世代が上がってくると、また。商店街とか自治会とか完全に意見言えませんも

のね、50代で若手みたいな感じになって。 

○武石部会長 では、この辺もデータがどこまで取れるかご検討いただいて、次、（３）が

介護までですかね、24ページまでですか。 

○松田委員 すみません、（３）がどこかに出てくる。 

○矢島委員 独立させたほうがいいのかなと思うんですけど。 

○松田委員 感覚の話ではないんです。 

○矢島委員 ただ、まだ第３章の、第３章という位置づけは、第１章のあらゆる分野への参

画を具体的に実現させるためのいろいろな分野での取り組みということをある程度整理すれ

ば、第３章の中に入っていてもおかしくはないと思うんです。だから、まるっきりワーク・

ライフ・バランスだけで１章を設けるのは大き過ぎるということであれば、第３章の中の頭

に持ってくるとかでもいいのかなと思いますけど。ただ、これがもう少し社会的な土台みた

いな話の位置づけだったら、ちょっと浮いちゃうんですけど。 

○松田委員 希望としては、意識啓発とかというのも大事なんですけれども、もう箱を決め

て、そこに行ってくれみたいな、本当にやっていくしかありませんみたいな仕方とかもでき

ないものかなとワーク・ライフ・バランスには思っていて、働いている人たちが一生懸命努

力する話でもないし、それこそ数値目標とか何か取り組みのそういった制度みたいなので、

縛りというわけではないけれども、第３章のほうで具体的にやっていきますよみたいなふう

になってもらったほうがいいんじゃないかなというふうに、はっきり誘導しますみたいなこ

とはあってもいいような気がするんですけどね。都はやらないで、あとどこがやるのという

話があると思うので。 

 近隣の県の人から言われます。千葉とか、ほかのところでワーク・ライフ・バランスをや

ったって、父ちゃん、みんな東京にいるんでみたいに。東京でやってくれないと困りますと

結構言われちゃうんですけど。 

○矢島委員 その中の子育ての問題は、さっき少子化の話もあったんですけれども、ここに
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書いてある現状・課題だけだと、多分５年前も数値は違うけれども、ニュアンスは同じだと

思うのですが、やはり５年前と違う状況って、やはり会社がかわってきて、育休取得とかも

ふえて、明らかにふえてきたのに、今度は保育所が足りなくて、圧倒的に保育所が足りない

という問題が、ワーク・ライフ・バランスにちょっとブレーキをかけちゃっているというこ

とだと思うんですよ。その強い問題意識というのはちゃんと示してもらわないと、今までど

おり保育所増やしますのペースじゃなくて、こうやって働き方の環境を変えようと国も都も

企業も一生懸命やっているのに、それに保育サービスをあわせていかないことで、そこがブ

レーキになっているんですよということをちゃんと言わないと解決しないのかなという。だ

から、ちゃんと５年前と違って今の時点での問題ということを表現してもらいたいなと思い

ますけど。 

○武石部会長 現状のところですね。 

○矢島委員 現状課題。だから、その施策としても、子育て支援どうするんだということで、

特に家庭的保育の問題とか、多分いろいろ議論していたと思うのですが、そのあたり本当に

真剣に、保育所をそんなにつくれないのであれば、家庭的保育をふやすための取り組みを東

京都としては、それは都としてできることなので、強く出してもらえたらいいなと思うんで

すけど。 

○三宅部会長代理 短時間正社員の話がこの５年間の間にできましたでしょう。実際に私が

いた職場の中の女性が、やはりそれを採用しますと、２人目だったので、なおさらちょっと

きついというので、だから、そういうものの、まだデータは多分とれないと思うんですけれ

ども、多分取得率は、制度ができているところは上がっていると思うんですよね。それは本

人が申告すればそれを承認するという格好で、最初は育休だったんですけれども、産休の後

の育休だったんですが、その後、短時間正社員というのを選びますというのは、少なからず

動いているので、やはり先ほどおっしゃったように、この５年間どうやって動いていたかと

いうのを見せたほうが、要するに、進んでいないということはないわけで、進んでいるもの

を、正直に出したほうがいいと思います。 

○松田委員 すごいサービスが増えたので、それは、昔はもっと大変だったのにという意味

ではなく、いい意味で示すということと、でも、逆に例えば、さっきの調整弁になっている

というのは、短時間とか定期、週３日勤務とか、少し緩やかな復帰とか、子供の育ちにあわ

せた働き方とかが選べるようになっているのに、例えば、週３日勤務で保育所を申し込んだ

ら落ちるんですよ。無認可とか、かえってすごくお金を払って行かなきゃいけなくなっちゃ
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ったりとか、やはりフルフルで推薦しておかないと入れないからみたいな話になって、せっ

かく選べるのにねみたいなことは本当にいっぱいあるんですね。 

○三宅部会長代理 そういう女性社員は会社の中核なんですよ。若い女性社員が入ってきた

ときのチューターなんですよね。男でもできますが、やはり女性がいてもらったほうが何か

と、それは女性対女性の関係を、余り男だけでやるよりはずっと会社の中がうまくいくので、

それは会社としてもやめさせるわけにはいかないというのはみんな思っているんですよ、そ

ういうことは。入ってきた若い女性社員の離職率が下がりますから、そういう意味で。あと

はメンタルヘルス、これはやはり男が接近してくるよりはずっといいんですよ。ですから、

そういう制度を使っているのは、それを使っていいということだといって勧めているんです

けどね。そういうことも、制度ができたわけでしょう、新しく法律的に。だからそういうの

も、ただ言葉ではなくてもうちょっと、本当はデータがあればいいんですが、多分データが

まだありませんね。 

○事務局（吉村） 導入企業が増えているかというのは、産業労働局で調査をしていますの

で、毎年のデータがあるかどうかは分かりませんが、トレンドとしては増えてきているとい

うのはある程度わかるかと思います。 

○三宅部会長代理 そういうのも、言ってみれば、啓発の意味で載っけるのもいいかもしれ

ない。 

○矢島委員 松田さんがおっしゃったように、かみ合わないとなりますよね、短時間だった

り週３だったりすると、逆に保育所を使いづらくなっちゃうとかという、総会でも言ったん

ですけれども、そういう問題ってやはり都の中でワーク・ライフ・バランスを推進している、

それから子育てをやるんだというところが、お互いに同じ方向を向いてすり合わせてやって

いこうとすることで解消できる問題なので、やはりここでちゃんとうたって、そういうふう

にうまくかみ合ってできるようにしないと、せっかくの資源が有効に活用できないというよ

うなこともちゃんとアピールしてもらえればいいかなと思います。 

○武石部会長 それでは、（３）いいでしょうか。またあれば、後から事務局のほうにご意

見を言っていただいてもいいと思うんですが。 

 時間があと２分しかないですけれども、第２章の（１）、①はいいんですよね。②と③。 

○矢島委員 どちらかというと、もう一つの部会の方のほうが得意な分野のような気がする

んですけどね。 

○武石部会長 そうですよね、でも、これはこっちなんですよね。 
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 この辺はいいですか。 

 では、健康支援とメディアまで含めて。この辺は総会でもご意見があったりしていますけ

れども、そのあたりは。 

○事務局（吉村） それは、今日のご議論等を踏まえて、修文のときに生かして出させてい

ただきます。 

○武石部会長 わかりました。医学関係の先生もいらっしゃるので、その先生方のご意見を

踏まえていただき…… 

○松田委員 （２）の健康支援の中の６番目、下から３番目の若年層の妊娠についてですが、

今結構胎児の時期の遺棄というか、ネットカフェで出産とか、そういうのがすごくあって、

虐待以前というか、すごいいろいろなことが絡み合って、教育だったり、いろいろなことも

あると思うのですが、やはり男女の指定みたいなところで、もう一本できないかなというの

は本当に思っていて、行政でひっかからないところなんですね、母子手帳もない前の話なの

で。どこかでやるのという話もあるし、命の授業とかを学校に行って赤ちゃんを見せたりと

か、そういうこともやったりして、いろいろな場面でできることはたくさんあるんだけれど

も、なかなか手がつけにくいところなので、男女平等参画のところでもう少し見えてくると

いいな。またこの後エイズとか、すごく広がっていったりとか、歌舞伎町とかセンター街と

か、割と都内の名物スポットがって、全国からセンター街なんて産みに来ている、家出して

きて、うわさがたっちゃったりしているところもあって、その辺が見えてくるといいなと思

っています。 

○矢島委員 産後ケアの問題とかもここに入るんですか。 

○松田委員 入ってくれるといいんですけどね。子育て支援でも難しい分野で、母子保健…

… 

○矢島委員 生涯を通じた支援ですよね。 

○松田委員 そうですよね、上から２つ目ぐらいですか。出産前後、周産期とすると医療ぽ

くなっちゃうんですけれども、産んだらぽんと地域に放り出されるところがあるので、そこ

をどういう視点でやっていくかというところは。でも、大分10年前ぐらいに比べると、自治

体の施策とかもふえてきて、バックアップがふえてきたなという実感はあるんですけれども、

産む場所のことも含めて、なかなか思い切ってそっちに行けない人とかも多いと思うんです

けど。 

○矢島委員 里帰り出産とかが減って、無理してしまうこともふえているので。 
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○松田委員 そうですね。今、産後保健センターというのが世田谷にはできたのですが、出

産した後の入院設備、入院というわけじゃないんですけど。地域と連動しながら、そこら辺

も語れるといいなと思います。 

○武石部会長 よろしいですか。 

 では、あともう第３章をまとめて。教育のところは再構成していただくということで。 

○松田委員 私、これ広報の充実というところが寂しいなと思って読んでいたのですが、こ

れは多分大事だと思うんですけど。これかみたいな、うまく言えないんですけれども。ここ

をおもしろくしていくといいのになと思います。 

○武石部会長 何か書き込めるような内容があれば。 

○松田委員 そうですね。さっきだれが何を取り組むかみたいなふうにかき分けるという話

があったと思うんですけれども、こういうところはそういうふうにみんながそれぞれの役割

を持ってやろうみたいなふうになってもいいのかな。都が頑張りますと言うだけじゃなくて

もそれぞれの得意分野があると思うので。 

○木谷委員 今の件、前に吉村課長にもお話ししたと思いますが、第２期につくられた東京

都のビデオを、私は今でも授業で使っています。ダイバーシティ・マネジメントの授業や人

事管理論の授業で紹介すると、学生も非常に興味を持ちますし、とてもわかりやすい、おも

しろいと言います。高校生以上であれば理解できると思いますので、今回の行動計画も、ぜ

ひ教育のいろいろな場で使えるような工夫をお願いします。 

○松田委員 今きっと情報の発信の種類がいろいろ変わってきていて、ツイッターなんかも

あったりして、こういうところから時々つぶやいて発信するとか、賛同すると結構みんなリ

ツイートといってすごく拡散していくということがあったりして、ちょっとしたいい事例と

か、そういったことを、だれがやるのかわからないですけれども、結構大きく広がっていく

ということもあったりするので、見に来てもらうという発想はもう古いというか、こっちか

らどんどん小出しにして、小さいエピソードで出していくみたいなことってすごく大事だと

思うのですが。 

○武石部会長 時間が過ぎているので、最後４章のところで、ぜひこれをというのがあれば

お願いしますが。 

○矢島委員 前に私言っているんですけれども、若者のところでライフプランニング支援と

いうのが、ワーク・ライフ・バランスにも関連していますが、本当に自治体が取り組める内

容がすごく多くて、しかも、ほかの担当じゃなくて、男女担当の方が直接できる事業が多い
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と思うので、学生とか就労者、女性とかに研修とかロールモデルを示すとか、情報提供する

ということなので、そういう意味ですごく取り組みやすい内容だと思いますし、国では次世

代の計画の中に位置づけられていたり、男女の計画にもどこかには書いてあったと思います

が、今、文部科学省の男女平等参画学習課さんで取り組んでいるんですけれども、かなり具

体的な取り組みがあって、都内でも男女センターとかＮＰＯとかでいろいろ取り組んではい

るので、目だしをしてもらえれば、書き込むことはたくさんあると思うので、ぜひこの中で

出していただければと思います。 

○武石部会長 あといかがでしょうか、よろしいですか。すみません、時間も過ぎているん

ですが。 

 それでは、もしお気づきの点があれば、細かい点も含めて、あとはこういうデータがあっ

たとか、そういうのも含めて事務局のほうにご連絡をいただけると大変作業がありがたいと

思います。 

 いろいろとご意見をいただき、ありがとうございました。 

 では、今後のスケジュールについて。 

○事務局（菊地） 本当にご意見ありがとうございます。 

 これから言います第２回の部会では、今日いただいたご意見を踏まえた案を出していくつ

もりでおりますので、よろしくお願いします。 

 その第２回部会ですが、８月23日火曜日、午後３時から開催したいと思います。また、第

３回部会につきましては、８月31日水曜日、午前10時から開催させていただきます。会場等

につきましては、別途ご連絡いたします。 

○武石部会長 ありがとうございます。 

 それでは、次回と次が割と細かい表現も含めてご議論いただくことになると思いますので、

具体的にデータなど、あるいは事例などをお持ちの方は持ってきていただけると大変ありが

たいかなというふうに思います。 

 それでは、以上で第１回の部会を閉会させていただきます 

 長時間にわたりご協力ありがとうございました。 

午後 ０時０７分 閉会 

 


